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　町民会館リニューアル

　佐野市へ支援金

　１月臨時会

　議長新年のあいさつ

　町政を問う（一般質問）

　視察レポート
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議会録画中継

議会って何をしている ところ？

　請願や陳情をすることで議会にお願いをす

ることができます。

請願・・・ お願いする際は議会に紹介してく

れる議員が必要です。

陳情・・・ 紹介してくれる議員は不要ですが、

お願いを議会に取り上げるかどう

か議会運営員会で審査されます。

　本会議と委員会は町民に限らずどなたでも

傍聴することができます。

ただし、委員会は開始５分前までに受付をす

る必要があります。

町民から議会にお願い

はできるの？

議会と町長の関係を教

えて？

議会って見ることがで

きるの？

町　長

町の仕事や予算、
決まりを提案する

議　会

・提案されたことを決定
( 議決）する
・町の仕事を調査する
・町民の意見を反映する

　町議会と町長は、対等の立場でお互いの意

見を出し合い、話し合いながら、よりよい芦

屋町になるよう仕事を進めていきます。

町　民

議
会
と
は

１
月
臨
時
会

新
年
挨
拶

12
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

⑤

⑥

⑦

・選挙で選ぶ
・困っているこ
  とやお願いを
  伝える

町民の
声を聞く

みんなのため
に仕事をする

選挙で選ぶ

パソコン

スマートフォン
タブレット

議会だより

※議会だよりは年４
回、２月・５月・８月・
11 月に各家庭に配布
しています。

請願・陳情

傍聴以外にもいろんな方法で議会

の様子を知ることができます。

芦屋町議会は開かれた

議会を目指しています

詳しくは町の
ホームページ
をご覧くださ
い。

本会議は録画中継をしています。

過去１年分の録画中継はインターネット

で見ることができます。

議会だよりあしや令和 2年 2月 15 日　第 204 号 ②



議会録画中継　税や港湾、防災、競艇事業、

　道路等について

　教育や福祉、子育て、

　産業観光等について

議会広報常任委員会

　議会だよりの発行や

　録画中継等について

議会運営委員会

　議会の進め方や議会の

　決まりなどについて

特集議会って何をしている ところ？

　暮らしやすく、住みよい町にするために、

町民が選挙で自分たちの代表である町議会議

員を選びます。議会はその議員が町長達と話

し合いをしているところです。

条例・・・芦屋町の決まり

予算・・・これからのお金の使い道

決算・・・これまでお金がどう使われたか

　この他にも芦屋町にとって大切なことは議

会で話し合いをして決定しています。

　芦屋町には現在３つの常任委員会と議会運

営委員会があります。

★常任委員会

・総務財政常任委員会

・民生文教常任委員会

・議会広報常任委員会

議会ってどういうとこ

ろか教えて？

それぞれの委員会でど

んな話をしているの？

議会で話し合っている

条例や予算ってなんの

こと？

ちなみに・・・・

３、６、９、12 月に

開かれる「定例会」で

は条例や予算、決算に

ついて話し合います。

総務財政常任委員会

議
会
と
は

１
月
臨
時
会

新
年
挨
拶

12
月
定
例
会

一 
般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

①

②

③

④

ちなみに・・・・

より、細かく話し合い

をするために、議員数

名で「委員会」を構成

しています。

芦屋町にはいくつの委

員会があるの？

民生文教常任委員会

この他にも、必要に応じて特別委

員会が設置されることがあります。

全議員がこの２つの委員会のいずれかに所

属しています。町の仕事を２つに分けて話

し合うためにつくられています。

議会だよりあしや令和 2年 2月 15 日　第 204 号③



◆
契
約
金
額
：
約
６
１
４
５
万
円

◆
契
約
先
：
㈲
渕
野
工
務
店

◆
契
約
金
額
：
約
1
億
９
３
万
円

◆
契
約
先
：
㈱
き
た
せ
つ

　

工
事
中
、
利
用
者
へ
の
対
応
は

ど
う
す
る
の
か
。

年
間
利
用
団
体
に
は
中
央
公
民

館
な
ど
の
利
用
を
提
案
し
て
い

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
は

山
鹿
公
民
館
を
利
用
す
る
。

ス
テ
ー
ジ
の
雨
漏
り
の
改
修
は

し
な
い
の
か
。

大
ホ
ー
ル
の
天
井
改
修
と
一
緒

に
調
査
を
行
う
。

最
低
制
限
価
格
は
適
正
か
。

担
当
課
で
国
の
ル
ー
ル
等
に
基

づ
き
積
算
し
て
い
る
。

　
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
の
緞
帳
購
入
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
緞
帳
を
購
入
す
る
の
か
。

町
民
会
館
の
緞
帳
は
開
館
以
来

53
年
使
用
し
て
お
り
、
劣
化
が

著
し
く
、
現
状
の
ま
ま
の
利
用
は
難
し

い
た
め
。

よ
り
安
価
な
左
右
開
閉
式
の
緞

帳
購
入
を
検
討
し
て
は
。

新
た
な
装
置
が
必
要
と
な
り
、

さ
ら
に
金
額
が
高
く
な
る
た
め
、

今
ま
で
と
同
様
の
緞
帳
を
購
入
す
る
。

問答

町
民
会
館
改
修
工
事
（
建
築
）

請
負
契
約
の
締
結

　
　
　
　（
満
場
一
致
・
可
決
）

問 答 問 答

芦屋町町民会館

議
会
と
は

１
月
臨
時
会

新
年
挨
拶

12
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

町
民
会
館
を

　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

改修工事

53 年使用された町民会館の緞帳

町
民
会
館
改
修
工
事
（
機
械
設

備
）
請
負
契
約
の
締
結

　
　
　
　（
満
場
一
致
・
可
決
）

問答問答 一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
満
場
一
致
・
可
決
）

議会だよりあしや ④令和 2年 2月 15 日　第 204 号

　

12
月
定
例
会

　
第
４
回
定
例
会
が
令
和
元
年
12
月
９
日
か
ら
18
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
10
、

11
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
条
例
、
補
正
予
算
な
ど
12
議
案
が
上
程
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。



他
の
学
校
の
改
修
は
な
い
の
か
。

他
の
学
校
は
平
成
15
年
頃
に
改

修
済
み
で
あ
る
。
山
鹿
小
学
校

は
平
成
6
年
の
改
修
が
最
後
の
た
め
、

今
回
改
修
す
る
。

◆
小
中
学
校
消
防
設
備
改
修
工
事

工
事
の
内
容
は
。

法
定
消
防
点
検
で
、
小
学
校
で

は
電
気
設
備
や
機
械
設
備
が
、

中
学
校
で
は
煙
感
知
器
や
非
常
用
放
送

設
備
、
防
火
扉
の
自
動
開
閉
装
置
、
電

工
設
備
、
機
械
設
備
の
消
火
機
材
の
不

具
合
等
が
あ
り
、
至
急
改
修
が
必
要

だ
っ
た
た
め
計
上
し
た
。

　
ま
た
、
他
の
必
要
な
改
修
は
随
時

行
っ
て
い
く
。

親
善
都
市
の
佐
野
市
へ

台
風
被
害
支
援
金
５
０
０
万
円

◆
佐
野
市
台
風
被
害
支
援
金

支
援
金
５
０
０
万
円
の
根
拠
は

何
か
。

過
去
、
災
害
関
係
の
見
舞
金
等

を
出
し
た
最
高
額
が
東
日
本
大

震
災
の
５
０
０
万
円
で
あ
っ
た
。
熊
本

地
震
は
５
０
０
万
円
、
九
州
北
部
豪

雨
は
１
５
０
万
円
、
西
日
本
豪
雨
は

３
０
０
万
円
を
義
援
金
と
し
て
出
し
て

き
た
。
佐
野
市
と
は
親
善
都
市
を
締
結

し
て
い
る
た
め
、
最
高
額
の
５
０
０
万

円
を
設
定
し
た
。

◆
山
鹿
小
学
校
屋
内
運
動
場
床

改
修
工
事
実
施
設
計
委
託

な
ぜ
補
正
予
算
と
し
て
計

上
し
た
の
か
。

令
和
２
年
度
に
実
施
設

計
、
3
年
度
に
工
事
を
予

定
し
て
い
た
が
、
財
源
と
し
て

有
利
な
過
疎
債
の
利
用
期
限
の

関
係
で
今
議
会
で
補
正
す
る
こ

と
に
し
た
。

補正のあった歳出の主な内容 補正額

佐野市台風被害支援金

（佐野市とは平成 10 年から親善都市の締結をしています）
５００万円

山鹿小学校屋内運動場床改修工事実施設計委託 ー

小中学校消防設備改修工事 ー

児童措置費 ( 保育所等の運営費） ー

※委託料・工事費・備品購入費については、金額の公表を行っていません。

問

答 問

改修予定の中学校の消火栓

議
会
と
は

１
月
臨
時
会

新
年
挨
拶

12
月
定
例
会

一 
般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

補正予算

　歳入歳出それぞれ３７００万円の増額補正です。

一般会計補正予算（第 3号）

　　　　　　（満場一致・可決）

答 問

答問答

議会だよりあしや⑤ 令和 2年 2月 15 日　第 204 号



　　
地
方
公
務
員
法
お
よ
び
地
方
自
治
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
と
費
用
弁
償
の
必
要
な
事

項
を
定
め
る
ほ
か
、
関
係
条
例
の
規
定

を
整
備
し
ま
す
。

条
例
に
フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト

タ
イ
ム
が
創
設
さ
れ
て
い
る
が
、

社
会
保
障
に
大
き
な
格
差
が
出
る
。
多

く
の
臨
時
職
員
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
と
な

り
劣
悪
・
不
安
定
な
雇
用
と
な
る
た
め
、

大
幅
な
修
正
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

必
要
に
応
じ
て
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、

フ
ル
タ
イ
ム
を
精
査
す
る
。
新

し
い
制
度
な
の
で
十
分
審
議
を
行
う
。

臨
時
職
員
と
会
計
年
度
任
用
職

員
の
雇
用
形
態
の
違
い
は
何
か
。

現
在
の
臨
時
職
員
が
会
計
年
度

任
用
職
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
。

週
15
時
間
30
分
以
上
、
雇
用
期
間
が
６

カ
月
以
上
あ
る
方
は
期
末
手
当
が
プ
ラ

ス
と
な
る
。
通
勤
手
当
に
つ
い
て
も
勤

務
さ
れ
て
い
る
日
に
ち
で
付
与
す
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
半
年
毎
の
契
約
で

最
長
4
年
と
し
、
期
間
を
空
け
な
け
れ

ば
再
度
の
応
募
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

今
後
は
1
年
毎
の
契
約
で
最
長
3
年
と

し
、
再
度
の
応
募
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

【
非
正
規
職
員
の
雇
用
安
定
、
待
遇
改

善
を
も
っ
と
図
る
べ
き
】

川
上
　
誠
一
議
員

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
雇
用
期
間
は

1
年
が
限
度
で
あ
る
。
毎
年
更
新
さ
れ

る
と
い
っ
て
も
、
い
つ
で
も
雇
い
ど
め

で
き
る
制
度
で
あ
る
。
正
規
と
非
正
規

職
員
の
待
遇
格
差
は
依
然
と
残
さ
れ
、

一
方
で
義
務
や
処
罰
な
ど
は
厳
し
く
適

用
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
タ
イ

ム
に
分
け
ら
れ
、
新
た
な
待
遇
格
差
が

生
ま
れ
る
。
恒
常
的
業
務
を
担
う
非
正

規
職
員
の
正
規
化
と
雇
用
の
安
定
、
待

遇
改
善
を
も
っ
と
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　
海
浜
公
園
と
海
浜
公
園
レ
ジ
ャ
ー

プ
ー
ル
の
指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま

す
。

◆
指
定
管
理
者

　
一
般
社
団
法
人
　
芦
屋
町
観
光
協
会

◆
指
定
期
間

　
令
和
2
年
4
月
1
日
～
令
和
5
年
３

　
月
31
日
ま
で
　
　

答 問問答

反
対

議
会
と
は

１
月
臨
時
会

新
年
挨
拶

12
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

海
浜
公
園
と

レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル

　
　
　
　
指
定
管
理
者
を

指
定

指
定
管
理
者
の
指
定

　
　

 

（
満
場
一
致
・
可
決
）

条
　
例

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

制
定　
　
　

 

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

　
公
共
の
施
設
の
管
理
を
民
間
事

業
者
等
に
任
せ
る
こ
と
で
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
り
、
施
設

の
設
置
の
目
的
を
効
果
的
に
達
成

す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

指
定
管
理
者
制
度
と
は
・
・
・

レジャープールで開催された

ファミリーフィッシングの様子

管理している海浜公園わんぱーく

管理しているレジャープール

アクアシアン

議会だよりあしや ⑥令和 2年 2月 15 日　第 204 号



　　
関
係
要
領
の
印
鑑
登
録
で
き
な
い
者

の
要
件
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

印
鑑
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
成
年

被
後
見
人
も
意
思
能
力
を
有
し
て
い
れ

ば
印
鑑
登
録
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

後
見
人
が
同
行
し
て
い
れ
ば
登

録
で
き
る
の
か
。

後
見
人
が
同
行
し
、
被
後
見
人

か
ら
の
申
請
が
あ
れ
ば
印
鑑
登

録
で
き
る
。

意
思
能
力
を
有
す
る
、
有
し
な

い
の
判
断
は
ど
う
や
っ
て
行
う

の
か
。申

請
者
に
印
鑑
登
録
の
意
思
が

あ
る
か
ど
う
か
で
判
断
す
る
。

　
議
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
会
議

規
則
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

◆
改
正
内
容

　
今
ま
で
反
問
権
は
、
議
員
の
質
問
の

内
容
確
認
の
み
に
限
定
し
て
い
た
が
、

今
後
は
内
容
確
認
に
限
定
せ
ず
、
反
問

で
き
る
よ
う
変
更
す
る
。

　議案の賛否について掲載しています。掲載のない９議案は、満場一致で可決されました。

12月定例会意見がわかれた議案の賛否一覧

○ : 賛成、× : 反対 、退：退出、除：除斥を表しています。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 内
海
中
西
長
島
萩
原
信
国
本
田
松
岡
妹
川
辻
本
小
田
川
上
横
尾

芦屋町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する

条例の制定
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ー 10 １ 可決

会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整備に

関する条例の制定
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ー 10 １ 可決

芦屋町議会会議規則の一部を改正する規則の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ー ９ ２ 可決

※議長には、賛否の意思表示をする表決権がありません。ただし、賛成・反対が同数になった場合、可否

を決める裁決権があります。

議
会
と
は

１
月
臨
時
会

新
年
挨
拶

12
月
定
例
会

一 
般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

（
満
場
一
致
・
可
決
）

問答問答

議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

　
質
問
者
（
議
員
）
に
対
し
て
回

答
者
（
町
長
・
担
当
課
長
等
）
が

そ
の
質
問
の
根
拠
や
背
景
等
を
質

問
す
る
権
利
の
こ
と
で
す
。

反
問
権
と
は
・
・
・

議会だよりあしや⑦ 令和 2年 2月 15 日　第 204 号



　
令
和
元
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
伴

い
、
本
町
職
員
の
給
料
月
額
、
勤
勉
手

当
の
支
給
率
、
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合

お
よ
び
住
居
手
当
の
対
象
と
な
る
家
賃

額
の
改
定
を
行
う
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
す
。

住
居
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る

職
員
は
全
体
の
何
パ
ー
セ
ン
ト

か
。
ま
た
、
持
ち
家
の
職
員
は
対
象
と

な
る
の
か
。

住
居
手
当
の
対
象
者
は
全
体
の

約
３
分
の
１
程
度
で
あ
る
。
ま

た
、持
ち
家
の
職
員
は
対
象
外
で
あ
る
。

議
会
と
は

１
月
臨
時
会

新
年
挨
拶

12
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

条
　
例

芦
屋
町
一
般
職
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
改
正　
　

 

（
満
場
一
致
・
可
決
）

問答

役場の職員の様子

補　正
予　算

　歳入、歳出それぞれ３００万円の増額補正です。歳入では

財政調整基金繰入金を増額計上し、歳出では重要文化財指定

芦屋釜の購入に向けて、関係機関との事前協議、購入委員会

及び評価員の設置・委嘱等に係る経費と給与改定に伴う町職

員給料等を増額計上しています。　　　（満場一致・可決）

事前協議する関係機関とは。購入委

員会と評価員の構成は。

関係機関とは文化庁（重要文化財の

所管部局）や東京文化財研究所（環

境整備等の指導を受けるため）等である。

また、購入委員会は購入の適正化を図るた

め、学識経験者等で構成し、評価員は釜の

適正価格をつかむため、首都圏や京都等で

活躍の学識経験者や学芸員、鑑定士等を考

えている。

問

答

　重要文化財の購入により芦屋釜の復興
事業を進めることは、町づくりのツール

の一つとして力になるが、重要文化財の

購入は多額の財源が必要となる。

　町の存在意義は福祉の増進である。重

要文化財の購入により、町の福祉が後退

することや影響がないように気をつけて

ほしい。

賛成 【釜の購入により福祉が後退してはならない】
川上　誠一議員
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1
月
臨
時
会

　
第
１
回
臨
時
会
が
令
和
２
年
１
月
20
日
に
１
日
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
２
議
案
が
上
程
さ
れ
、
全
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。



　
令
和
二
年
を
迎
え
、
町
議
会
を
代
表
い
た

し
ま
し
て
、一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
な
元
旦
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
町
議
会
に
対
し
、
ご
理

解
、
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
五
月

一
日
に
新
帝
陛
下
が
ご
即
位
さ
れ
、
新
し
い

令
和
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
九
月
に
ア
ジ

ア
初
と
な
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

日
本
で
開
催
さ
れ
る
と
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
日
本
中
に
感
動
と
希
望
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
台
風
十
五
号
や
台
風
十
九
号

な
ど
が
関
東
地
方
を
初
め
、
多
く
の
地
域
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
大
規
模

な
自
然
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
起
こ
り
、
日

頃
か
ら
の
防
災
対
策
や
意
識
啓
発
の
重
要
性

を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
は
、
本
格
的
な
少
子
高
齢
化

社
会
の
到
来
に
よ
る
人
口
減
少
問
題
や
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
自
然
災
害
へ
の
対

応
な
ど
、
直
面
す
る
数
多
く
の
課
題
が
あ
り

ま
す
。

　
町
議
会
と
し
ま
し
て
も
、新
体
制
と
な
り
、

新
し
い
気
持
ち
で
町
勢
発
展
と
住
民
福
祉
の

充
実
の
た
め
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
さ
ま

の
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ど
う
か
、
こ
の
一
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ

て
幸
多
く
、
実
り
豊
か
な
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

　
　
芦
屋
町
議
会

　
　
　
　
議
　
長
　
　
横
　
尾
　
武
　
志

議
会
と
は

１
月
臨
時
会

新
年
挨
拶

12
月
定
例
会

一 
般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

議会の活動を報告します

　11 月 1 日に令和元年芦屋町功労者表
彰式が役場で行われました。議会から川

上議員、小田議員、辻本議員、松上元議

員、貝掛元議員が表彰されました。

　11 月 30 日に職員で行う町内清掃ボラ
ンティアに参加しました。清掃ボラン

ティアは年 2回行われ、3月にも参加す

る予定です。

　1 月 15 日に福岡県町村議会議長会主
催の議員研修会に出席しました。

　政治とメディアの関係などについて学

びました。

芦屋町功労者表彰

清掃ボランティア

福岡県町村議会議員研修会

新
年
の
あ
い
さ
つ

横尾　武志　議長

議会だよりあしや⑨ 令和 2年 2月 15 日　第 204 号



一般質問
町政を問う

ページ 質問議員 質問事項

11 松岡 　泉

◎障がい者の日常生活支援

◎ＡＥＤの普及促進

○民生委員の確保

12 川上 誠一

◎中央病院の再編統合問題

◎アスベスト対策

○総務省の自治体戦略２０４０構想

13 萩原 洋子
◎要配慮者や女性に対する防災対応

◎認知症になっても安心して暮らせるまちづくり

14 本田 　浩
◎災害発生時における支援体制等

◎英語教育の現状と今後のあり方

15 妹川 征男
◎荒廃し続ける芦屋海岸

◎芦屋港のレジャー港化

◎：記事掲載あり　　○：記事掲載なし

議会だよりは要約しています。詳しくはホームページの会議録や録画中継で御確認ください。

　12 月 10 日と 11 日に 5人が一般質問を行いました。
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針等について

所信を聞き、報告や説明を求め疑問点をただすことです。

議
会
と
は

１
月
臨
時
会

新
年
挨
拶

12
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

一般質問会議録

議会だよりあしや ⑩令和 2年 2月 15 日　第 204 号



5 人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　

サービス向上のため、県を通し
て、国へ行政要望等を行っていく

重
度
身
体
障
が
い
者
が
車
い

す
ご
と
室
外
に
出
る
た
め
の

電
動
昇
降
機
は
、
介
護
保
険
制
度
同

様
、レ
ン
タ
ル
利
用
で
き
な
い
の
か
。

介
護
保
険
制
度
の
電
動
昇
降

機
等
、
福
祉
用
具
は
貸
与
が

原
則
で
あ
る
。
障
が
い
者
の
日
常
生

活
用
具
は
障
が
い
の
状
況
に
適
合
さ

せ
る
た
め
、
使
用
者
に
よ
っ
て
形
態

や
品
質
が
変
化
す
る
も
の
が
中
心
で

あ
り
、
給
付
が
原
則
と
な
り
、
レ
ン

タ
ル
で
き
な
い
。

障
が
い
者
が
給
付
を
受
け
る

場
合
、
経
済
的
負
担
が
大
き

く
な
る
が
、
町
の
対
応
は
。

移
動
用
リ
フ
ト
と
し
て
電
動

車
い
す
用
昇
降
機
を
購
入
す

る
場
合
、
補
助
金
を
差
し
引
い
て
自

己
負
担
額
は
約
35
万
円
か
か
る
が
、

今
回
、
県
と
も
相
談
し
、「
住
み
よ

か
事
業
」
に
よ
る
住
宅
改
修
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担
額
を
約

20
万
円
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

日
常
生
活
支
援
用
具
の
中
に

は
、
個
人
の
状
態
に
応
じ
て

い
な
い
生
活
用
具
も
あ
る
。
介
護
保

険
制
度
と
同
等
の
支
援
を
受
け
る
た

め
に
は
、
国
に
よ
る
抜
本
的
な
見
直

し
が
必
要
で
あ
る
。
国
へ
の
行
政
改

善
要
望
等
の
考
え
は
。

障
が
い
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
関
わ
る
課
題
解
決
の

た
め
、
町
は
、
県
を
通
し
て
国
へ
町

の
実
態
や
要
望
を
上
げ
、
よ
り
よ
い

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
く
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
心
肺
停
止
に
な
っ

た
際
に
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
、
正
常
に
戻
す
医
療
機
器

で
あ
る
。
全
国
各
地
で
普
及
啓
発
が

促
進
さ
れ
て
い
る
が
、町
の
見
解
は
。

心
停
止
は
死
因
の
上
位
で
あ

り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
利
用
は
有
効

な
手
段
と
考
え
る
。
町
内
20
カ
所
の

公
共
施
設
に
設
置
し
て
い
る
。

設
置
場
所
が
知
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
使
用
で
き
る
状
態
で

あ
る
こ
と
、
使
え
る
人
が
い
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
が
。

設
置
場
所
は
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
、

保
守
点
検
は
リ
ー
ス
会
社
が
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
役
場
で
は
使
用
者
を

確
保
し
て
い

る
。

松
まつ

　 岡
おか

　 　 泉
いずみ

役場 1階に設置されたＡＥＤ

障
が
い
者
の
日
常
生
活
支
援

問答問答

答 答 問

福祉課長

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
促
進

問

答 問

議
会
と
は

１
月
臨
時
会

新
年
挨
拶

12
月
定
例
会

一 
般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

松岡議員の一般質問

録画中継
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障がい者の日常生活支援を拡充
すべきでは



川
かわ

上
かみ

誠
せい

一
いち

福
岡
市
で
病
院
の
再
編
統
合

の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
た

が
、ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
の
か
。

出
席
者
か
ら
「
病
院
が
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
患
者

や
職
員
が
不
安
に
思
っ
て
い
る
」「
地

域
の
現
状
を
踏
ま
え
て
論
議
す
べ

き
」「
病
院
名
の
公
表
が
医
師
や
医

療
職
の
採
用
に
支
障
と
な
っ
て
お
り

死
活
問
題
だ
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

厚
労
省
か
ら
医
療
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ

て
診
療
体
制
を
見
直
す
よ
う
来
年
９

月
ま
で
の
結
論
を
求
め
ら
れ
た
。

関
東
甲
信
越
の
会
場
で
も
、

「
地
方
の
公
立
病
院
は
、
民
間

で
は
採
算
の
取
れ
な
い
医
療
を
提
供

し
、住
民
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
る
」

「
地
方
に
人
が
住
む
必
要
は
な
い
と

言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
」
と

の
声
が
あ
っ
た
。
芦
屋
中
央
病
院
は

病
院
名
公
表
を
ど
う
思
う
の
か
。

中
央
病
院
は
県
の
地
域
医
療

構
想
に
基
づ
き
医
療
供
給
体

制
の
実
現
の
た
め
、
病
院
の
整
備
を

行
っ
て
き
た
。
多
く
の
方
に
心
配
と

不
安
を
与
え
て
い
る
と
思
う
。
病
院

は
経
緯
と
対
策
を
職
員
に
説
明
し
、

患
者
や
そ
の
家
族
へ
の
対
応
を
図
っ

た
。
今
回
の
発
表
は
唐
突
で
関
係
者

に
十
分
な
説
明
も
な
く
納
得
で
き
な

い
。
今
後
も
地
域
医
療
の
役
割
を
果

た
し
、
町
民
に
十
分
な
医
療
を
提
供

し
て
い
く
。

町
は
病
院
名
の
公
表
の
撤
回

と
再
編
統
合
の
押
し
付
け
を

や
め
る
よ
う

国
に
求
め
る

べ
き
で
は
。

県
の
医

師
会
も
非
常
に
激
怒
さ
れ
て

地
域
医
療
確
保
に
関
す
る
国
と
の
協

議
の
中
で
抗
議
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
中
央
病
院
を
守
る
こ
と
は
町
の

使
命
で
あ
る
。
地
域
医
療
構
想
調
整

会
議
で
病
院
の
果
た
す
役
割
、
必
要

性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
最
優

先
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
国
に
対

し
て
の
要
望
は
考
え
て
い
な
い
。

１
９
７
０
年
代
か
ら
90
年
の

ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
全
盛
時
の

民
間
建
築
物
・
ア
パ
ー
ト
・
個
人
住

宅
の
解
体
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
も

行
わ
ず
解
体
を
行
う
事
例
が
増
え
て

い
る
。
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

町
の
民
間
建
築
物
の
調
査
等

は
県
が
行
う
。
最
新
検
査
が

可
能
な
ア
ス
ベ
ス
ト
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー

を
県
が
所
有
し
て
お
り
、
民
間
建
築

物
等
に
使
え
る
た
め
、連
携
を
図
る
。

説明もなく納得できないが、地域
病院として必要な医療を提供する

住民課長

問答

答問

中
央
病
院
の
再
編
統
合
問
題

問

問

答

芦屋中央病院

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

答

川上議員の一般質問

録画中継

議
会
と
は

１
月
臨
時
会

新
年
挨
拶

12
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

再編統廃合の対象に中央病院が
あげられているが、どう思うか
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5 人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和２年度中に取り組んでいきたい

要
配
慮
者
防
災
対
応
は
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

作
成
と
防
災
組
織
へ
の
情
報

提
供
、
保
健
師
等
の
出
務
、
避
難
者

の
体
調
管
理
、
感
染
症
の
予
防
等
の

避
難
所
対
応
を
行
う
。
必
要
時
、
福

祉
避
難
所
を
町
民
会
館
に
設
置
し
、

み
ど
り
園
等
と
の
協
定
で
障
が
い

児
・
者
の
対
応
、
介
護
施
設
等
と
の

協
定
で
空
き
ベ
ッ
ド
等
の
活
用
も
で

き
る
。妊

産
婦
等
の
対
応
は
。

保
健
師
の
出
務
、
女
性
物
資

担
当
の
配
置
、
授
乳
室
等
の

ほ
か
、
保
健
・
衛
生
等
に
配
慮
す
る
。

女
性
の
防
災
対
応
は
。

避
難
用
テ
ン
ト
や
段
ボ
ー

ル
等
を
使
用
し
た
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
確
保
や
防
犯
上
の
配
慮
、
更

衣
室
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
で
女
性
の
視

点
を
取
り
入
れ
る
。

要
配
慮
者
に
避
難
所
運
営
訓

練
を
実
施
す
る
考
え
は
。

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

来
年
度
中
に
取
り
組
み
た
い
。

認
知
症
者
と
徘
徊
の
数
、
徘

徊
者
発
生
時
の
対
応
は
。

認
知
症
は
推
計
６
２
３
人
程

度
、
徘
徊
は
平
成
30
年
度
が

５
件
。
介
護
事
業
所
や
社
協
と
連
携

し
て
の
捜
索
、
関
係
機
関
へ
の
情
報

提
供
を
は
じ
め
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム

へ
の
登
録
・
配
信
を
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
認
知
症
者
の
家
族
に
要

請
し
て
い
る
。

徘
徊
対
策
と
な
る
サ
ポ
ー

タ
ー
や
Ｓ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
登

録
者
を
増
や
す
工
夫
は
。

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
は
サ
ロ
ン

事
業
や
区
の
体
操
教
室
で
実

施
し
、
今
後
は
小
学
生
等
に
も
働
き

か
け
る
。
家
族
等
に
認
知
症
の
説
明

を
行
い
、
介
護
予
防
事
業
の
際
に
Ｓ

Ｏ
Ｓ
受
信
登
録
を
要
請
し
て
い
る
。

地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
展
開
し
て
い
な
い
が
。

徘
回
高
齢
者
対
策
を
総
合
的

に
検
討
す
る
中
で
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
考
え
る
。

徘
徊
模
擬

訓
練
は
。

取

り

組

ん

で

い

き
た
い
。

介護事業所の徘徊模擬訓練の様子

問答問答

問 答

答 問

総務課長

問

答 問答

萩
はぎ

原
わら

洋
ひろ

子
こ

萩原議員の一般質問

録画中継

議
会
と
は

１
月
臨
時
会

新
年
挨
拶

12
月
定
例
会

一 
般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

問

答 要
配
慮
者
や
女
性
に
対
す
る

防
災
対
応

答

問

要配慮者に対する避難所運営訓
練を実施する考えは
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近
年
の
大
規
模
災
害
で
は
、

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
大
規
模
災
害
に
対

し
て
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
組
織
な
の
か
。

地
域
防
災
計
画
で
は
発
生
状

況
に
応
じ
て
３
段
階
に
分
け

て
組
織
体
制
お
よ
び
職
員
配
置
体
制

を
整
備
し
て
い
る
。

自
主
防
災
組
織
等
を
通
じ
た

徹
底
も
不
十
分
だ
と
思
う
が
、

自
治
区
に
よ
る
自
主
避
難
訓
練
へ
の

支
援
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

自
治
区
か
ら
の
要
望
が
あ
っ

た
際
に
随
時
対
応
し
て
お
り
、

出
前
講
座
と
し
て
避
難
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
。
職
員
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不

足
も
あ
り
、
自
治
区
で
の
避
難
訓
練

は
難
し
い
現
状
だ
が
、
町
主
体
の
避

難
訓
練
や
全
自
治
区
対
象
の
避
難
訓

練
を
考
え
て
い
る
。

防
災
士
制
度
が
広
く
認
知
さ

れ
、
18
万
人
以
上
が
防
災
士

と
な
っ
て
い
る
。
職
員
を
含
め
、
芦

屋
町
に
は
何
名
の
防
災
士
が
い
る
の

か
。
ま
た
、
今
後
防
災
士
を
育
成
し

て
い
く
予
定
は
あ
る
の
か
。

職
員
に
取
得
者
は
い
な
い
が
、

町
全
体
で
10
人
の
取
得
者
が

い
る
。
現
在
、
防
災
士
の
注
目
度
が

高
ま
っ
て
お
り
、
今
後
県
内
の
状
況

を
見
て
、
資
格
取
得
の
助
成
を
検
討

す
る
。
職
員
に
つ
い
て
は
資
格
取
得

を
考
え
て
い
る
。

令
和
２
年
度
予
定
の
小
学
校

英
語
教
育
に
伴
い
、
平
成
30

年
度
と
令
和
元
年
度
は
移
行
期
間
と

し
て
い
る
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し

て
い
る
の
か
。

町
の
外
国
語
活
動
・
英
語
教

育
担
当
者
会
で
実
施
内
容
を

検
討
し
て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
行

が
出
来
て
い
る
。

特
色
あ
る
学
童
ク
ラ
ブ
に
す

る
た
め
、
外
国
人
と
遊
び
の

中
で
英
語
を
学
べ
る
場
に
し
て
は
ど

う
か
。
即
効
性
の
あ
る
話
せ
る
英
語

力
が
身
に
つ
く
と
思
う
が
ど
う
か
。

芦
屋
町
学
童
ク
ラ
ブ
設
置
条

例
に
あ
る
目
的
以
外
の
た
め

予
算
措
置
は
難
し
く
、
ほ
か
の
児
童

と
の
不
公
平
感
も
出
て
く
る
。

災害の発生状況に応じて３段階に
分けて組織体制等を整備している

芦屋町地震・津波避難訓練の様子

問答

答

答

答

答

問

問

問

総務課長

災
害
発
生
時
に
お
け
る
支
援

体
制
等

問

英
語
教
育
の
現
状
と
今
後
の

あ
り
方

本
ほん

　 田
だ

　 　 浩
ひろし

議
会
と
は

１
月
臨
時
会

新
年
挨
拶

12
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

本田議員の一般質問

録画中継

自分の命は自分で守ることが重
要だが、災害対策本部の構成は
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芦
屋
港
建
設
で
砂
の
堆
積
が

発
生
し
、
海
岸
線
は
砂
浜
化

し
拡
大
し
て
い
る
。
飛
砂
は
強
風
に

あ
お
ら
れ
、
背
後
地
の
住
民
に
深
刻

な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
飛
砂

対
策
で
植
樹
さ
れ
た
松
は
飛
砂
に
覆

わ
れ
生
き
埋
め
状
態
の
所
が
あ
る
。

強
風
に
よ
っ
て
朽
ち
た
防
砂
垣
や
静

砂
垣
は
見
る
も
哀
れ
な
状
況
。
子
や

孫
の
将
来
に
禍
根
を
残
し
て
は
な
ら

な
い
。
そ
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
。

今
後
も
引
き
続
き
修
繕
や
撤

去
な
ど
適
正
な
維
持
管
理
に

つ
い
て
福
岡
県
に
要
望
し
て
い
く
。

６
月
議
会
で
、
町
長
は
「
松

の
植
樹
や
生
育
状
況
、
砂
や

港
湾
内
の
実
態
に
つ
い
て
所
管
の
県

議
会
議
員
に
視
察
し
て
も
ら
う
よ
う

話
し
た
い
」
と
答
弁
し
た
が
、
そ
の

後
は
。里

浜
づ
く
り
事
業
は
松
本
県

議
の
肝
入
り
で
あ
り
、「
飛
砂
・

漂
砂
・
海
岸
浸
食
の
問
題
は
県
の
責

任
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と

県
庁
職
員
や
北
九
州
県
土
整
備
事
務

所
の
責
任
者
に
指
示
を
し
て
い
た
。

芦
屋
港
が
物
流
基
地
の
目
的

を
果
た
さ
ず
、
環
境
破
壊
と

い
う
負
の
状
態
に
な
っ
た
原
因
を
検

証
し
、
解
決
策
を
示
し
、
説
明
責
任

を
果
た
す
よ
う
県
に
要
請
す
る
べ
き

で
は
。
原
因
究
明
も
せ
ず
、
県
と
町

が
レ
ジ
ャ
ー
港
化
を
推
進
す
る
の
は

危
険
で
あ
る
。
芦
屋
港
活
性
化
推
進

委
員
会
で
「
観
光
レ
ジ
ャ
ー
港
化
と

砂
の
船
や
ダ
ン
プ
カ
ー
は
違
和
感

が
あ
り
、
砂
の
搬
入
・
搬
出
の
車
両

と
一
般
車
両
や
歩
行
者
の
交
差
が

考
え
ら
れ
る
。
安
心
・
安
全
が
一
番

大
事
」
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
は
。

レ
ジ
ャ
ー
港
化
に
つ
い
て
、

委
員
会
の
審
議
で
も
飛
砂
や

堆
砂
を
危
惧
す
る
意
見
が
多
数
出

た
。
こ
れ
に
対
し
て
県
か
ら
抜
本
的

な
対
策
を
講
じ
る
発
言
が
あ
っ
た
。

県
は
昨
年
４
月
「
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
施
設
が
で
き
て
か
ら

も
砂
が
堆
積
し
続
け
る
の
は
問
題
で

あ
る
。砂
が
来
る
原
因
を
調
べ
た
い
」

と
回
答
し
て
い
た
。
あ
れ
か
ら
１
年

半
以
上
に
も
な
る
が
、
県
は
原
因
の

調
査
を
行
っ
た
の
か
。
町
は
そ
の
点

に
つ
い
て
指
摘
し
た
の
か
。

確
認
は
何
度
も
し
て
い
る
が
、

調
査
し

た
と
い
う
報

告
は
ま
だ
受

け
て
い
な
い
。

修繕及び撤去など適正な維持管理
について福岡県に要望している

荒廃化する芦屋海岸の浜辺

荒
廃
し
続
け
る
芦
屋
海
岸

答

答

答

問

問問

問

企画政策課長

答

妹
いも

川
かわ

征
いく

男
お

議
会
と
は

１
月
臨
時
会

新
年
挨
拶

12
月
定
例
会

一 
般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

妹川議員の一般質問

録画中継

芦
屋
港
の
レ
ジ
ャ
ー
港
化

芦屋海岸は見るも哀れな状況で
ある。そのままでよいのか
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民生文教常任委員会・行政視察レポート

◆海士町◆

地域資源を活かし第一次産業の再生で町づくり

　海士町は日本海に浮かぶ隠岐諸島にある町で

過疎化が進みかつて７０００人いた人口も平成

２７年には２３５３人まで減少した。町では島

の生き残りをかけ「自立促進プラン」を作成し、

行政財改革と同時に農・漁業を柱とした産業振

興や移住促進、子育て支援の施策を行い「未来

への投資」を行った結果、今では財政は黒字決

算を続け、地方債残高も減り健全化することが

できた。また、教育に力を入れることで、若者

の人口が増えている。

◆早島町◆

議会基本条例の制定

　早島町議会は平成２３年に議会基本条例特別

委員会を設置し、全議員による先進地視察で４

自治体に行き研究した。２４年に住民のパブ

リックコメントを行った後、制定した。

　条例に基づき、議会報告会や議員と語ろう会

を各自治区で行ったほか、３０年には議会活性

化特別委員会を設置し議会サポーター制度やモ

ニター制度の実施、議会に対する町民アンケー

トを行った。　

　説明を受け、芦屋町でも早急に議会報告会が

実現できる町にしなければいけないと感じた。

◆ボートパーク福山◆

不法係留ボート対策に特化して整備された施設

　港内に河川の不法係留ボート対策として整備
されているが、収益目的ではないため、大型船

の係留はできず、9メートル以下の小型船舶係

留施設である。操縦者等の雇用や維持管理上、

斜路など船揚場は整備されていないが、利用者

の利便性を考慮し、駐車場近くに誰でも荷物の

上げ下ろし等に利用できる６隻分の一時係留

桟橋が整備されてい

る。護岸上での投げ

釣りは禁止されてお

り、計画中の芦屋港

レジャー港化への参

考になった。

◆尼崎市◆

官民連携の防犯カメラが犯罪抑止に効果アップ

　市内は平坦な地形のため、日常の移動手段と

して自転車の利用者が多い。ひったくりや自転

車の盗難など街頭犯罪防止対策として、①可動

式防犯カメラの設置②県が実施する防犯カメラ

設置補助事業③民間事業者が設置した外向き防

犯カメラの活用④自転車への振動警報機（防犯

アラーム）の取付け等の取り組みにより、犯罪

件数が減少している。このような取り組みは、

町民への啓発とあわせて犯罪のない町への参考

になった。

行政視察①

行政視察②
◆日　程：１２月２４日～２６日

◆視察先：広島県庁、ボートレース宮島、ボートパーク福山、兵庫県尼崎市役所ほか

◆視察者：辻本一夫・内海猛年

◆日　程：１０月１５日～１７日

◆視察先：島根県海士町役場、岡山県早島町役場

◆視察者：川上誠一・妹川征男

早島町視察の様子

ボートパーク福山の係留施設

議
会
と
は

１
月
臨
時
会

新
年
挨
拶

12
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト
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民生文教常任委員会・行政視察レポート
委員会視察とは・・・

３つの常任委員会（総務財政・民生文教・議会広報）が、先進地を視察し、

町の発展について学習してくることです。

行政視察とは・・・

議員２名以上で、所属する委員会とは関係なく先進

地を視察することです。２年に１度行い、町の発展

のために学習しています。

◆高森町◆

特定健診受診率向上の取り組み

　高森町は健診受診率 60.8% と全国でも上位
で住民の健康意識が高く、年 4回の集団検診で

89％の住民が検診を受けている。町は国保の

データベースで受診状況を確認し、①未受診者

へ個別訪問で検診の呼びかけ②自治区による各

種検診申込票の配布と回収③全世帯へ個別検診

状況の確認等、地道に取り組んでいた。芦屋町

の健診受診率向上の手法として参考になった。

◆子ども食堂◆

食がつなぐ「居場所づくり」

　わいわい子ども食堂は「誰でも食堂」として
運営し、月１回の開催で１５０名ほどの利用者

がいる。子ども連れのお母さんや高齢者、部活

帰りの中学生も訪れ、レクリエーションや学習

支援等も実施している。施設利用料、食材調達

等の課題も多いが、食がつなぐ「居場所づくり」

に取り組んでいた。

◆大府市◆

ICT 機器を活用した学びを適応指導教室へ

　大府市は平成 27 年度、市内 9小学校 4中学
校の全クラスに電子黒板、タブレット端末等を

導入、児童の教科学習に対する関心、意欲など

の成果を上げた半面、中学生の不登校が課題と

なり、登校できない生徒の学校復帰への自信と

意欲を高めるための適応指導教室を整備した。

ＩＣＴ等を活用した学習機会の充実で個々の児

童生徒の状況に応じた支援を行っていた。芦屋

町のＩＣＴ活用に参考になった。

民生文教常任委員会視察
◆日　程：１１月５日～７日

◆視察先：長野県高森町役場、愛知県名古屋市わいわい子ども食堂、愛知県大府市役所

◆視察者：松岡泉・萩原洋子・川上誠一・小田武人・内海猛年・中西智昭
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　本会議や委員会は、どなたでも傍聴できます。また、

本会議は役場１階ロビーでライブ中継をしています。
※ 日程は変更になる場合があり、最終決定は２月下旬に開かれる議

会運営員会で行われます。傍聴を希望する方は議会事務局にお問

い合わせください。　（℡ 223-3579）

次回の定例会は３月５日開会予定

議会を傍聴してみませんか？

町かど

インタビュー

議会録画中継配信中
　詳しくは、芦屋町ホームページをご覧く

ださい。なお、配信は本会議終了から７日

後（休日のぞく）になります。

録画中継ページ
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今年もさわらサミットの時期が来ました。

さわらサミット実行委員会会長の山村朋代さ

んと鰆漁を行っている中西政次さんにインタ

ビューしました。（サミットは２月２３日）
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